
早春を告げる花として知られる「啓翁桜」が、今年も
本校の玄関ホールに飾られています。薄桃色のかわい
らしいつぼみが大きくふくらみ、一輪、また一輪と咲き
始め、間もなく見頃を迎えようとしています。
３月５日は、高校入試一次募集学力検査です。受検生

の面接練習も最終確認の段階に入りました。上小阿仁
小中学校にも、１５の春にふさわしい花がきっと咲くこと
でしょう。
頑張れ、受検生！！

本校と同じ小中併設校である八郎潟小中学校とは、昨年１１月の小学校「インターナショナル
デーＥＸ」を皮切りに英語教育を通じた交流が続いており、今年１月には本校のオーエン先生
（ＮＥＴ）とヒュー先生（ＡＬＴ）が八郎潟中学校を訪問して英語の授業に参加してきました。
今回は、八郎潟小中学校のＡＬＴ、カール・ブース先生が本校を訪れ、中学校１年生から３年生ま

での英語の授業に参加してくださいました。
明るく社交的なカール先生のおかげで、生徒たちはリラックスして積極的に英語でコミュニケ

ーションを取ることができ、有意義な時間となりました。

＜カール先生との授業の感想＞

・Ｑ＆Ａでは、質問に答えるだけでなく、さらに質問を返してくれたので会話が続いて楽しかったです。

・言葉に詰まったとき、次の言葉を引き出すような問いかけをしてくれたのがうれしかったです。
・ジェンガを使ったＱ＆Ａでは、カール先生が大きくリアクションを取ってくれて、笑顔が絶えない楽し

い時間となりました。

2/19 ＨＥＬＬＯ！ カール先生
～英語教育を通した八郎潟小中学校との交流～

二人の高校生が「高校生助手派遣プログラム」を活用して上小阿仁小中学校を訪れ、児童生
徒と触れ合いました。二人は本校の卒業生で、母校に恩返しをしたいという思いから、このプロ
グラムへの参加を決意してくれました。「高校生助手派遣プログラム」は、大学や企業への進学
や就職が内定した高校生が出身小学校で助手として活動し、地域に貢献することを目的として
います。
期間中、二人は配属された学級で、朝の会、授業、休み時間、給食、全校児童の自学ノートチェ

ックなど、さまざまな場面で学習支援や生活指導の補助活動を行いました。積極的に子どもたち
の中に入り、一人ひとりに寄り添った心温かい関わりをする姿が印象的でした。先輩方お二人の
新天地での活躍をみんなでお祈りしています。いつかまた母校を訪ねてきてください。

新聞報道やニュースでご存じの方もいるかもしれませんが、先月、大館市立桂城小学校の６年
生児童の皆さんが、地元企業（花善）と共同で開発したオリジナル弁当の売り上げの一部を、本
村に寄付してくれました。村外の児童が、わたしたちの村のことを気にかけてくれ、力になりた
いと行動してくれたことは、本当にありがたく、心打たれる出来事でした。この善意を児童生徒
に紹介したところ、子どもたちから感謝と感激の言葉がたくさん出てきました。そこで、この善意
に対するお礼と感謝の気持ちを込めてメッセージカードを作成し、桂城小学校に届けました。

2/3～2/14 高校生の先輩がやってきた！！
～後輩たちとの心温まる１０日間～

2/14 お礼と感謝の気持ちを込めて
～桂城小学校児童からの本村への善意にふれて～


